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Abstract: The Great East Japan Earthquake occurred on March 11, 2011 and the coastal zones along the Pacific Ocean in Tohoku 

area have received severe damage by tsunami. Though most of the coastal forestation has been suffered and has been swept away 

due to currents induced by tsunami, some forestations have remained partially up to now. In this paper, an inspection on the state of 

the damage of forestations in Iwate and Miyagi prefectures is stated. Also, improvements to diagrams by existing studies are 

proposed to evaluate the effect of forestation more properly. 

 

１.はじめに 2011年 3月 11日に東北地方太平洋沖地震（以下，東日本大震災と呼ぶ）が発生し，それに伴う津波が
東日本太平洋沿岸地域の人命と資産に対して甚大な被害を与えた．沿岸に存在する各種構造物が津波の浸入により被災
し，多くの建物等が破壊されてしまった．その中に，塩害や風害から内地を守る目的で植栽され，併せて風光明美な景
観を形成していた海岸保安林も津波により流失した所が多い．しかし，海岸保安林が津波に遭遇するものの流失せず，
津波の勢いを減じ，内陸の被害を逓減させた場所もある．本研究では，岩手県および宮城県沿岸の各地（図-1 参照）
の海岸保安林を対象にして，その被災状況を現地調査によって俯瞰し，その結果を従来の知見 1），2）と比較した．そし
て，海岸保安林の津波防備の効果について考察を行った． 

２.調査対象地および調査内容 図-1 に示すように北は
岩手県九戸郡から南は宮城県亘理郡までの広範囲な地域
を調査範囲に選んだ．調査は 2011年 11月 25日～28日，
2012年 8月 6日～9日，20日～22日，27日～30日に行
い，各地点の海岸保安林の被災状況を確認し，被災の全
体像を俯瞰するための情報収集を行った．調査項目とし
ては，浸水痕から得られる浸水高，海岸保安林の被災状
況，海岸構造物の有無，樹林帯背後の構造物の被災状況
などである．これらの結果をもとにして，被災の特徴を
抽出し従来の知見との比較をして現象論的考察を行った． 
３.踏査結果の概要 各地点の状況から考察される事項
を以下にまとめる． 

Ⅰ）海岸保安林の前縁部が自然海岸で段丘が無い場合は，
「Ⅳ）」に示す重複波領域と越前高田市高田松原の胸高直
径 1mの「ど根性松」の 1本を除き，海岸保安林はほとん
ど倒壊していた．（調査対応場所：①野田村，③普代水門
海側，⑤宮古市重盛漁港，⑨越前高田市高田松原）． 

Ⅱ）海岸構造物（例えば海岸堤防）が未倒壊の場合は，海岸保安林は未倒壊であった（調査対応場所：②普代水門陸側，
④田老町南側，⑪石巻市ながはま海浜公園，⑯亘理町吉田，⑰岩沼市寺島）． 

Ⅲ）海岸保安林の前面が自然海岸で段丘が形成されている場合は，段丘上の海岸保安林は未倒壊であった．（調査対応
場所：⑧広田町大野湾，⑩本吉町三島，⑬鳴瀬川右岸）．段丘上では，地表面と地下水面との間に距離が大きくなり，
その分，樹木の根の長さが長くなる．段丘が津波を変形させる作用があると考えられるが，この根の長さにより，樹木
自身が自ら倒壊を防いだものとも推察される． 

Ⅳ）樹林帯背後に山や防潮堤などの海岸構造物があり，その影響で重複波が形成されたと考えられる領域では，海岸保
安林は未倒壊であった（調査対応場所：⑥大槌町浪板，⑦釜石市根浜）．なお，海岸保安林の樹種は，一部にケヤキ等
の広葉樹が見られたが，多くは松であった．松が折損している場所では，広葉樹も折損していて，樹種による津波に対
する耐力の差は見られなかった． 

Ⅴ）樹木の倒壊パターンとして，①流れによってなぎ倒されている場合，②衝撃力によって切損している場合，③地盤
の材料が砂で根が洗掘され流失している場合が観察された．このメカニズムについてか今後検討する必要がある． 

４.既往の研究結果との比較 首藤 1）によって提案された津波に対する海岸保安林の効果に関する図表（樹林帯の厚
み・主樹木の直径・樹林帯幅）および原田・今村 2）による津波に対する海岸保安林の効果に関する判定表との比較を行
った．首藤 1）によって提案された図表に関して，本調査結果との比較を行った一例が図-2である．図-2に示されるよ
うに，幾つかの調査地の結果については，被災低減や樹木の折損が起こるとされる領域において，提案と反する結果と
なっている場合が見受けられる．これらは，津波の現象が後背地の地形の効果により重複波的になっている場合，海岸
構造物が設置されている場合，樹林が段丘上に繁茂している場合であった．特に，現象が重複波的になっている箇所に
ついて樹林が無被害であった旨，首藤 1）によっても指摘がなされているが，浸水高が 20mとなっても樹林に対する被 
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図-1 海岸保安林被災調査対象地 

①岩手県九戸郡 
野田村沿岸 
②③岩手県下閉伊郡普代村 
（水門付近）沿岸 
④岩手県宮古市田老沿岸 
⑤岩手県宮古市重茂沿岸 
岩手県下閉伊郡 

山田町（山田湾）沿岸 
⑥岩手県下閉伊郡 
大槌町浪板沿岸 

⑦岩手県釜石市根浜沿岸 

⑧岩手県陸前高田市 
広田町沿岸 

⑨岩手県陸前高田市 
高田松原公園 

⑩宮城県気仙沼市本吉町三島沿岸 
⑪宮城県石巻市ながはま海浜公園 

⑫宮城県東松島市沿岸 

⑬宮城県遠田郡美里町 
鳴瀬川右岸 

⑮宮城県亘理郡山元町 
坂元中浜沿岸 

⑭宮城県亘理郡山元町 
磯浜海水浴場 

⑰宮城県岩沼市寺島沿岸 

⑱宮城県仙台市若林区沿岸 

⑯宮城県亘理郡亘理町沿岸 
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害が小さいことが確認された．このように，首藤 1）による提案は概ね安全側となることがわかり，提案も妥当であるも
のの，海岸構造物の有無，樹林の繁茂する地形の効果を条件として付与することによって，精度がさらに向上するもの
と考えられる． 

原田・今村 2）による海岸保安林の津波防備効果に関する判定表によれば，波高 3m以内の津波に対する被害として，
浸水距離と浸水深については樹林帯幅が 200m以内であれば 7～9割程度低減され，樹林帯幅が 200m以上であれば効果
がかなりあると提案されている．また，樹林帯幅が 100m以内であれば，流速については 4～7割低減，水流圧力につ
いては 3～4割低減，樹林帯幅が 100m以上であれば，流速については 7割以上低減，水流圧力については 6割以上低
減できると提案されている．例えば，著者ら 3）によって詳細調査がなされたながはま海浜公園での浸水深は 5m程度あ
ったものと推定されるが，原田・今村 2）の提案と本調査での後背地の浸水深と浸水距離とを照合してみると本樹林帯の
幅が約 130mであることから，海岸保安林後背地の被災低減は波高 3mまでの場合の判定と比較しても概ね妥当で，適
用範囲を波高 5m程度まで拡張できるものと推察される． 

５.おわりに 本調査によって得られた結論を要約すると以下のようにまとめることができる． 
・海岸保安林自体が未倒壊の場所では，海岸構造物の存在および段丘の存在が見られた．段丘上では，地表面と地下水
面との間に距離が稼げて，その分，樹木の根が長くなる．段丘は，津波を変形させるが，この根の長さも，未倒壊の
原因の可能性があることを指摘した． 

・従来の研究による海岸保安林の津波防備効果に関する提案と比較した結果，概ね提案が妥当であることが示されるも
のの，津波が重複波的な挙動となる地形や海岸構造物の有無，段丘上の植栽の存在などによっては合致しない場合もあ
るため，従来の提案に条件を付与することによって精度が向上するとの指摘を行った． 

今後，追加調査を実施し海岸保安林の津波防備効果についてさらに検討を進めることにする． 
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①流れによってなぎ倒されている場合 

図-2 海岸林の破壊形態 
②衝撃力によって切損している場合 ②根が洗掘され流失している場合 

図-3 既往の研究（首藤 1））の提案との比較
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（  ）内凡例（特筆すべき海岸状況

および現象を地名に併記） 

“自”：自然海岸  “構”：海岸構造物有  

“段”：海岸段丘上  “重”：重複波形成 
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